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　学校は夏休みを迎えましたが、給与データ入力、旅費の請求と忙しさは変わりませんね。
　さて、本日は1日日程で、「財務マネジメントサイクル」について考えていきます。
　普段は忙しくて、なかなかじっくり考えることができませんよね。今日は、涼しく快適な空間で理想の学校財務の在り方や今の学校の現状などなど、みんなで一緒に考えていきましょう！
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                                             研究部の活動がつながっています!!
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基　調　提　案





ケーススタディⅡ





事務主幹・事務主査部の活動について





ケーススタディⅠ





講　話





『学校事務』も『教育活動』ととらえるべきではないか！





今まで、「学校事務」は直接指導業務以外の全ての業務　…　２つの領域としてのとらえ


しかし、教育活動の視点からみると、「直接指導」と「学校事務」は切り離せない。








学校組織の事務主任として、事務職員が教育活動のどの部分にどのように関わることが効果的か？


直接指導と学校事務をつなぎ、教育活動の充実を図ること ＝ 目指す学校経営参画


教職員との協働





共同実施においても、同様に「教育活動」の視点をもつ。








東海大会未来の姿を描こう！





学校における物品購入の流れについて


事務職員の専決権について








各職における財務取扱上の役割分担について　








　校長会・教頭会との合同代表者会で提案された内容及びねらいと、


各支部での財務マネジメントをすすめるための支援及び若手の育成について











演題「学校財務をとおした学校経営の参画について」


学校財務マネジメントの実践を、学校財務情報の蓄積や発信の方法、児童生徒


・保護者及び地域・社会との学校財務をとおしたつながりなど、明日からの取組に活かすことができるよう具体的にお話してくださいます。





講師　檜山幸子様　　　　　　　　　　


栃木県宇都宮市立御幸小学校事務長


全国公立小中学校事務職員研究会　会長　


平成16年度　中央教育審議会　学校の組織運営の在り方に関する作業部会専門委員


平成18・19年度　全事研「新しい時代の学校財務運営に関する調査研究」に関わる。





�





ケーススタディとは「事例研究」です。


具体的な事例をもとに対処方法を探ることです。





支部の中でいろいろな意見を出し合い


課題を究明・分析し、解決策を考えていきましょう！





学校での実践につなげましょう





“元気が出る”お話が伺えると思います。


お楽しみに♪





会計全般を把握する


○事業・行事ごとに予算執行を把握できる。


○会計の評価を2方向（会計ごと、事業・行事ごと）から行うことにより、課題解決につながる。


○教育活動の評価に、財務の視点を加えることができる








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究部の活動がつながっています!!





教育活動と財務の一体化�
�
○学校経営力が高まる


・外部評価に対応、保護者負担の軽減、保護者への説明責任


・事務職員が転任等で変わっても変わらない、教育活動に基づいた財務計画の立案


○教育活動の充実につながる


　








平成２１年　８月


事務職員会　研究部

















